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１．はじめに 

1．1．背景 

 日本における交通事故死亡者は 2021 年で 2636 人

が亡くなっている．さらに交通事故死亡者数の内,歩

行中<自動車乗車中，二輪車乗車中，自転車乗車中で

分けられた，状態別死者数の推移では歩行中が最多

となり 941 人となっている．また，歩行中死亡者で

は高齢者（65 歳以上）が最も多くの割合を占め，7

割を超える．歩行者中死亡者のうち，歩行者が横断

時における法令違反をおこなっていた割合は，信号

無視なども含めると 6 割を超えることから歩行者側

にも非常に多くの問題があることがわかる．これか

らの日本では人口減少，少子高齢化が進むことで高

齢者が中心の都市になっていくことが分かる．また

集約型都市構造も近年検討が進んでいるが， 

徒歩や公共交通が主要な交通機関分担率となること

が予想される． 

1．2．目的 

歩行者や高齢者が増えることで横断違反の発生，

死亡率は増加する可能性がある．また，横断違反が

発生してしまう原因として，これまでの設計手法で

は車を優先した計画が施されており，歩行者が使い

にくいという点が挙げられ，歩行者の動線が制御で

きていない場合に着目していくことが重要である． 

以上から，本研究では歩行者にとって安全な都市

の設計・計画を行うための基礎的研究として，主に

歩行者の動線などに着目し，横断違反発生箇所の定

量化，可視化することを目的としている． 

 

２．調査概要 

2．1．調査場所・日時 

 調査場所としては奈良県桜井市桜井駅前広場を対

象としており，2021 年 10 月 29 日〜31 日，11 月 20

日〜21 日におこなった． 

2．2．調査方法 

 今回は動画のデータから歩行者の軌跡を抽出する

ため，広場内に設置したビデオカメラを用い，9 箇

所から歩行者の動きを撮影した．撮影された映像を

用い，滞留人口の変化と特徴的な動線についてその

発生箇所，発生人数をカウントする．上記の期間中

はイベントが開催されており，30 日は最も人出が多

い日となった．ここでは滞留の状況を時間変化でみ

ると同時に，日ごとの差異を分析する．同時に広場

内にいる歩行者に予備調査として簡単なアンケート

調査をおこない，質問内容については表 1 に示すよ

うな基本的な属性，主要調査項目を質問している． 
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表１ アンケート調査質問内容 

 

2．3．調査結果 

 調査結果として，30 日は地元のからの参加者が他

の調査日と比較すると非常に多くの人数が集まる結

果となった．30 日以外の日では人数は平常時とあま

り大きな差はなく，対象地区以外からの訪問が多い

ことがアンケート結果からわかる． 

 

 
図１ 10月 29日における参加者の居住地 

 

 

図２ 10 月 30日における参加者の居住地 

 

 
図３ 10月 29日における横断違反者の軌跡 

 

 
図４ 10月 30日における横断違反者の軌跡 

 

図 3 および図 4 に，歩道以外の動線について映像

から軌跡（日別比較）を取ったものを示す．本調査

の結果，平常時と変わらない滞留，通行量をみせる

29 日の動線は，設計が制御する固定的な動きをして

いることがわかる．逆に，軌跡が多いことが読み取

れる 30 日では動きが分散していることが見てわか

る．ここで，29 日の歩道以外を通行する人が全体に

占める割合は 13．25％，30 日は 4．65％と，滞留人

口が多い方が動線を制御できていない割合が少ない

ことが分かった．また，平常時と変わらない滞留，

通行量をみせる 29 日の動線は，設計が制御する固

定的な動きをしていることがわかる．逆に，軌跡が

多いことが読み取れる 30 日では動きが分散してい

ることが読み取れる． 

 

３．分析 

本調査の結果の分析では２つの方法で分析をお

こなった．それぞれ潜在的非制御量，店舗数密度を

用いて横断違反者の発生箇所の簡易的な予測とその

原因について分析をおこなった． 
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アンケート内容 

属性 性別，年齢，居住地 

主要調査質問例 

イベントに参加したか，

エルト桜井（駅隣接の複

合施設）を利用するとき

最もよく利用する交通，

桜井駅のまわりを歩きた

いと思うか，歩きたい

（歩きたくない理由）な

ど 
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3．1．潜在的非制御量 

調査結果についての分析では，桜井駅前広場の歩

道に着目する．まず，駅前広場の歩道にメッシュ

（910mm×910mm）を作成する．歩道上を法令違反な

しに進む正規ルートと目的箇所のメッシュまでを最

短距離で進むルート（この場合歩道をはみ出す法令

違反のルートが存在する）の角度の差を「潜在的非

制御量」とし，この値を用いて評価をおこなう．角

度の算出過程を図５，図６に示す． 

 

 

図４ メッシュを配置した桜井駅前広場 

 

 

図５ メッシュからの最短距離と正規ルートの直線 

 

潜在的非制御量が大きいほど歩道が歩行者を制御

できないと言え，つまりガードレールなどがなけれ

ばそこから横断違反が発生する可能性が高いと言え

る．今回は潜在的非制御量の目的地は駅構内へと続

く西側の階段を目的地としている．潜在的非制御量

をわかりやすく可視化するため，3 次元での表現を

おこなっている．図６は潜在的非制御量を 3次元で

表示したものである．図７に示す箇所は実際に潜在

的非制御量の高くなった箇所で，図８はさらに軌跡

を表示したもので，横断違反が発生している箇所と

潜在的非制御量の高い箇所が一致していることがわ

かる． 

 

 
図６ 潜在的非制御量（３次元）
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図７ 潜在的非制御量（平面図） 

 

図８ 横断違反発生箇所 

 

3．2．店舗数密度 

店舗数密度とは高橋らのおこなった，通りにおけ

る階層別店舗数に対して階層に応じた高さ影響比を

かけ合計し来訪者に対する高さの影響を考慮に入れ

た店舗数を通りごとに算出したものである．店舗数

を各通りの長さで割ったものを店舗数密度とし，通

りにおける店舗のひしめき合いとして評価している．

この値を用い，歩行者の動線から進行方向にある広

場が歩行者に与える影響を分析していく．用いた計

算式と高さ影響比を以下に示す． 
 

店舗数密度 = X 

X = {Σ(pn)(1/2) n-1+ Σ(qm)(1/2) m}/dz 
 

高さ影響比 

Bm階，n階比 = (1/2) m,(n-1) 
 

pn = 地上 n階における店舗数 

qm = 地下 n階における店舗数 

d = 通りの距離 

 

図９に示すように最も横断違反者が発生していた箇

所の西側と東側の広場をそれぞれ広場 WEST，広場

EAST とし，それぞれの店舗数密度を求めた．店舗

数密度はそれぞれ広場 WEST では，0．19×10 -3，広

場 EAST では 0．15×10 -3となり広場 WEST の方が，

店舗数密度が高いことが分かった． 

 

図９ 店舗数密度を求める対象広場 

 

４．考察 

広場WESTへ向かって横断違反をした人を東から

西，またその逆向きの人数を西から東と表３に記載

している．平均値では東から西へ向かう方が店舗数

密度は高くなり，その理由として，店舗数が高く立

ち寄る場所が多いためと潜在的非制御量が影響して

いる可能性がある．つまり，店舗数が多い場所の方

が歩行者の軌跡を無意識的に誘導するような影響力

があると考えられる．また，T 検定の結果 P値があ

まり低い値とは言えない結果となったが，今回サン

プル数が少ないため，これから増加させていけば有

意差のある結果が出る可能性があると考えている． 
 

表３ 横断違反の人数 

1
4
7
10
13
16
19
22
25
28
31
34
37
40
43
46
49
52
55

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49
0-20 20-40 40-60 60-80 80-100

 10 月 29 日 10 月 31 日 11 月 20 日 11 月 21 日 

東から西 16 28 7 31 

西から東 17 15 13 25 

広場 WEST 
広場 EAST 
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また，図3，図4において平常時が直線的，イベ

ント時が分散的な軌跡となったが，図 1，図 2 に記

載したように，駅広場におけるイベント参加者の属

性が関係しているのではないかと考える．つまり，

パーソントリップで言う目的地が平常時では桜井駅

前広場となるのではなく，駅を利用してさらに先に

ある目的地へと向かうため駅に向かって直線的な軌

跡となり，イベント時では最終目的地が桜井駅前広

場の人数が多く，回遊するような動きが見られたと

考えられる． 

 

５．結論 

本研究は歩行者の動きを動画で撮影し，映像か

らその軌跡の特徴を分析した．その結果，滞留人口

密度と動線の関係等をみいだした．また，歩道自体

が持つ歩行者の動線を抑制，促進させる値である潜

在的制御量の強度により，横断違反者の発生箇所の

簡易的な予測に関して可視化することができた．今

後は，潜在的非制御量に関係する変数の増加させる

ことが課題として挙げられる．また，人対車両事故

のデータでもあるように，死亡者数の多い高齢者層

について着目し，データサンプル数の増加，時間経

過ごとの特徴，さらには他交通との関係についても，

より詳細に分析していく予定である． 

さらに，分析でおこなった店舗数密度は実際に

歩行者の視野に入っている店舗数を考慮し，影響を

調べていく必要がある． 
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